
 

 

令和４年９月 30 日 

     内閣府地方創生推進室 

 

 

 

「地方創生ＳＤＧｓローカル指標リスト」の改定について 

 

 内閣府では、地方創生の実現のため、地方公共団体におけるＳＤＧｓの達成に向けた

取組を推進しています。その推進の１つに、ローカル指標の設定があります。 

 「地方創生ＳＤＧｓローカル指標リスト」は、グローバル指標を日本の地方公共団体

に適した内容に読み替えたもので、令和元年９月に第１版を作成しました。 

 今回の改定では、令和２年に見直しが行われたグローバル指標への対応、第１版の指

標の精査、日本固有の課題解決に向けた新たな指標の追加等が行われています。 

 

 

（公表資料） 

別紙１ 地方創生ＳＤＧｓローカル指標リスト 

別紙２ 地方創生ＳＤＧｓローカル指標の改定について 

 

※以下のＵＲＬより、ダウンロードください。 

 

【ダウンロードＵＲＬ】 

https://sharedstorage.cao.go.jp/mb/cgi-

bin/index.cgi/download/aWEGgI_BNQeqnlW0ALGq-g/q1gR18vsShGOiZ7Mhug5Rw/ 

 

【ダウンロードパスワード】 

ae$gh9Ee 

 

【ダウンロード期間】 

９月30日（金）から10月４日（火）まで 

 

 

本件問合せ先： 

内閣府地方創生推進室 

参 事 官  谷 浩 

参事官補佐  宮里 潤、田中 一成 

電 話：０３－５５１０－２１９９ 

ＦＡＸ：０３－３５９１－８８０１ 
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 ⾃治体におけるSDGs達成に向けた取組が進む中で、⾃治体レベルでのSDGsの取組の進捗管理のた
め の指標を整備する要望が多数寄せられた。

 国連によりグローバルな視点から整理された232指標を踏まえ、⽇本の国情を反映した国レベル、⾃治体
レベルでの指標を整備するため、内閣府は「⾃治体SDGs推進のためのローカル指標検討ワーキンググル
ー プ」を設置し、「地⽅創⽣SDGsローカル指標リスト（第１版）」を2019年8⽉に発表した。

出所:「地⽅創⽣SDGsローカル指標リスト 2019年８⽉版（第⼀版）」、内閣府
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/kaigi/suisinhyouka.html

地⽅創⽣SDGsローカル指標リスト（以下、ローカル指標）とは

イメージ

例えば、ゴール１「貧困」の下に設定されているターゲット1.1「極度の貧困（1.25ドル／⽇未満
で⽣活する⼈）の根絶」の進捗状況を管理するために提案されているグローバル指標1.1.1 は、
「国際的な貧困ライン（1.25 ドル／⽇）を下回って⽣活している⼈⼝の割合等」です。
この貧困の⽔準はそのまま⽇本には適⽤は難しく、また、指標の設定は困難な状況です。
⾃治体関係者、⺠間企業、市⺠、有識者をはじめ関係各分野からのご意⾒を踏まえながら、継
続的にローカル指標の⾒直しをしていきます。

１

・グローバル指標に、それぞれ対応する形でローカル指標を設定
・グローバル指標に対応しない指標は、ｘ指標として設定
（P４参照）



グローバル指標とローカル指標の位置づけ

ＳＤＧｓ：17のゴールと169のターゲット
グローバル指標（国連統計委員会で検討）

グローバル指標に基づくナショナル―データベース

ローカル指標（地⽅創⽣ＳＤＧｓローカル指標）

２

〇グローバル指標
・SDGsの進捗状況を測定するための指標。
・2017年7⽉の国連総会において、全244（重複を除くと232）のグローバル指標か
らなる指標の枠組みが承認された。

・2020年3⽉の国連統計委員会において、包括的な⾒直しが⾏われ、現在は全247
（重複を除くと231）のグローバル指標が承認されている。

〇ローカル指標とは
・⽇本の⾃治体に適した内容に指標を読み替えたもの（ローカライズ）
2019年に第１版を作成



ローカル指標作成の背景 ３

〇⾃治体における利⽤可能なグローバル指標数
全247（重複を除くと231）のグローバル指標に対し、⾃治体が利⽤可能な
グローバル指標の数はわずか１割程度
特に、ゴール4,7,10,12,14,16においては、利⽤可能な指標は0

〇グローバル指標を利⽤できない理由
・グローバル指標に定義、データベースが整備されていない
・⾃治体が利⽤できない定義となっている（総⼈⼝などを定義に⽤いる）
・⾃治体が使⽤可能なデータベースでない（都道府県、市区町村のデータがない） 等

グローバル指標の読み替えにより⾃治体での指標の利⽤を可能にする
例
ターゲット11.1 2030年までに、全ての⼈々の、適切、安全かつ安価な住宅

及び基本的サービスへのアクセスを確保し、スラムを改善する。
グローバル指標11.1.1 スラム、インフォーマルな居住地及び不適切な住宅に

居住する都市⼈⼝の割合 ※スラムに関するデータは⽇本にない

ローカル指標11.1.1.1 ホームレスの割合

「スラム」を「ホームレス」と読み替え指標化する



ローカル指標︓⽇本独⾃の固有課題に対する指標（ｘ指標） ４

例１ ゴール11に対し、⽇本では空き家問題という⽇本固有の課題が
あり、解決に向けて指標を定める。

住み続けられるまちづくりを

空き家問題について、空き家率から達成⽬標を設定する。

ゴール11

ターゲット11.ｘ

例２ ゴール14に対し、河川、湖沼の⽔質も含め海の豊さを測る指標を
定める。この指標により、海に接していない⾃治体でも指標を設定
できる。（河川、湖沼の⽔質は、海域の⽔質に影響を与えることから指標に提案。）

海の豊かさを守ろうゴール14

ターゲット14.ｘ.1

17のゴールに対し58のｘ指標を定める。
河川、湖沼、海域の⽔質の健康項⽬達成状況を指標に設定する。

⽇本固有の課題等に対し、ゴールごとに課題解決へ向け、⽇本独⾃の
指標を定める。この指標をｘ指標として定める。
※各⽩書、各⾃治体の総合計画、ＳＤＧｓアクションプラン等から、⽇本
独⾃の課題を分析し、関連する統計を使⽤することで指標化する。



ローカル指標の改定について ５
2019年にグローバル指標の改定されたことにより、ローカル指標の第１版
から改定。改定の詳細は主に４点。

①グローバル指標に対応するローカル指標の位置づけ変更

例１ ローカル指標番号2.2.1「栄養状態が不良な５歳児の割合」を2.2.2に変更。
改定理由：グローバル指標2.2.1「５歳未満の⼦供の発育阻害の蔓延度」より、
グローバル指標2.2.2「５歳未満の⼦供の栄養失調の蔓延度」が適していると判断。

例２ ローカル指標番号13.x「⼈⼝1⼈当たりのCO2排出量」を13.2.2に変更。
改定理由：グローバル指標13.2.2「年間温室効果ガス総排出量」の新設。

②ローカル指標の定義の修正

例 ローカル指標番号14.4.1「漁獲量及び養殖収獲量の前年⽐増減率」を
漁獲量及び養殖収獲量（5か年平均）に変更。
改定理由：単年の場合、豊漁、不漁の影響で指標が激変するため、５か年平均を⽤いる。

グローバル指標の内容に鑑みて、より適切な指標へ位置づけを変更

今回、対応するグローバル指標が新たに設定されたため、指標の位置づけを変更

外乱によって年ごとに変動の激しい値を平滑化するため、定義式を変更

※定義を６歳児の割合から５歳児の割合へ併せて変更



ローカル指標の改定について ６

③追加された、または2019年に未対応のグローバル指標に対応する指標の提案

例 グローバル指標2.2.3「15〜49歳の⼥性における貧⾎の蔓延度」に対し、
ローカル指標番号2.2.3「15〜44歳の⼥性における貧⾎の蔓延度」を提案。

④⽇本固有の課題に対応する新しい指標（x指標）の追加提案

例 ゴール６「安全な⽔とトイレを世界中に」の到達度を測る指標として、
ローカル指標番号6.x.1「湧⽔保全活動の実施有無」を提案。

新たに追加されたグローバル指標や第⼀版の時点では対応するローカル指標を
提案できていなかったグローバル指標に対して新たなローカル指標を提案

⽇本固有の課題に対応する新しい指標をx指標として提案

※本資料作成にあたり、環境研究総合推進費研究課題 1‐2104「ローカルSDGs推進による地域課題の解決に
関する研究」（研究代表者：川久保 俊 法政⼤学デザイン⼯学部建築学科教授）の活動成果の⼀部を
参照しております。



各ゴールに対するローカル指標の数 ７

ゴール 指標数 ゴール 指標数
ゴール1 13 ゴール10 6

ゴール2 13 ゴール11 30

ゴール3 36 ゴール12 9

ゴール4 15 ゴール13 10

ゴール5 15 ゴール14 8

ゴール6 12 ゴール15 8

ゴール7 9 ゴール16 22

ゴール8 24 ゴール17 16

ゴール9 12 合計 256
※グローバル指標の数は247（重複を除くと231）（2020年3⽉時点）
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